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21

　県立小児医療センターの存続について

　県立小児医療センターの現在地での存
続を求めます。

（受付№）23_2488
（受付日）平成24年3月14日

　小児医療センターでは、未熟児、新生児に対する高度医
療をはじめ、一般医療機関では対応困難な小児の疾患の治
療を行っています。昨年発表された計画によると、さいた
ま新都心に移転することで、さいたま赤十字病院と連携
し、母と子の高度救急救命医療と総合周産期医療の拠点と
なり、「こどもの総合病院」としての機能が充実し、より
子どもの命を守ることができる安心・安全の拠点となるも
のと考えられます。
　しかしながら、現在の計画では、現小児医療センターの
跡地利用など、全体像は明らかにされておりません。そこ
で、どのような計画になっていくのかを注視しながら、必
要に応じて埼玉県への対応を検討していきたいと考えてお
ります。

（担当）健康推進課（直通）774-1411

20

　地域福祉計画の推進について

　上尾市地域福祉計画は地域コミュニ
ティを市民自らが再生し、自立した市民
を育成していくための素晴らしい計画で
すが、単に社会福祉課の一計画として狭
義の解釈がされており、推進が遅れて残
念でなりません。

（受付№）23_2478a
（受付日）平成24年3月12日

　平成23年度では、平成19年3月に策定した計画書の見直
しを実施し、この5年間に行われた施策の達成状況につい
て評価を行いました。進んでいない事業については、今後
5年間で進むように対応を決めています。
　また、計画の中には地域毎に進める事業もあることか
ら、ところによっては地域の実情から劇的な変化が望めな
い場合もあります。しかしながら、尐しずつですが進んで
いることを御理解ください。
　平成23年度中は、「地域福祉計画」の見直しに時間を割
きましたが、平成24年度からは実践の時間であるとの認識
のもとで進めていきます。
　「地域福祉計画の実行について市全体で取り組むべき」
とのご意見をいただきました。本計画に限らず、行政は多
分野の業務を行っているという現実から、さまざまな計画
書を作成して、施策実施をしているところです。それらが
あいまって、市全体のサービス向上、市勢が高まるものと
認識しております。
　なお、市全体の計画の最高峰に位置するのは、あくまで
「総合計画」であり、その意味からは「地域福祉計画」は
「総合計画」の下位計画となります。しかし、ご指摘のと
おり、計画の性格上各方面に影響が及ぶものですから、市
全体、また社会福祉協議会との協働のもと進めていくべき
ものであると考えています。

（担当）社会福祉課（直通）775-5118
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19

　スクールゾーンの車両通行について

　介護タクシーで病院に通院している
が、7時30分～8時30分の間は送迎ができ
ないと言われた。必要な車両の通行を認
める特別通行許可書を発行してほしいで
す。

（受付№）23_2442
（受付日）平成24年2月10日

 現行制度では、特別通行許可書の発行は難しいため、上
尾警察署に相談のうえ、代替案を事業者に提案しました。
案１
　通院時間帯について、スクールゾーンの影響のない時間
を病院、ケアマネジャーとご利用者様を含め、検討いただ
く。
案２
　スクールゾーンの時間帯に通院する必要があっても、事
前に決められた時間であれば、事業者が許可書を求めるこ
とができる。
案３
　介護車両を緊急利用する場合には、スクールゾーン入口
に立ち会う方に説明し、進入させてもらう。（緊急である
場合に限って可能との回答をいただきました。）

（担当）高齢介護課（直通）775-6473

18

　市内に耳鼻咽喉科が尐ないことについ
て

　どこの耳鼻咽喉科も大変混み合ってい
て、2～3時間待ちも珍しくなく、小さい
子どもがいるので待ち時間に苦労しま
す。このため病院の数を増やして欲し
い。

（受付№）23_2436
（受付日）平成24年2月7日

　医療整備については、埼玉県が所管となっています。病
院の設立に関しては、県の許認可が必要となりますが、診
療所（医院）については、県への届け出だけで開設するこ
とができます。
　こうしたことから、医療機関の開設については、開設希
望者が事前に（希望地での）患者数と医療機関数との需給
バランスを考え、開設の有無を決定している状況です。
　そのため、市が一診療科目・一診療所（医院）を誘致す
ることは、現時点では難しい状況ではありますが、今後、
県へ医療体制の充実を要望してまいりますので、ご理解を
賜りたいと存じます。

（担当）健康推進課（直通）774-1411

17

人間ドックの検査項目について

検査項目に肺機能検査も追加してはどう
か。

（受付№）23_2430
（受付日）平成24年1月30日

　本市の国民健康保険の人間ドック助成事業は、既定の検
査項目により定額（37,800円）で実施し、市が20,000円を
補助させていただくことで、受診する方の自己負担が
17,800円となる仕組みとなっております。
　ご指摘のとおり、肺機能検査は規定の検査項目の中に含
まれておりませんが、ご希望がある場合には、自己負担と
なりますが、国保人間ドックと同時に実施することも可能
かと思われます。
　今後は、検査項目の充実、受診する方の選択性や助成方
法の改善などに関する検討が必要と考えておりますので、
今回のご意見を参考とさせていただき、検討を進めたいと
考えております。

（担当）保険年金課（直通）775-5136
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16

　健康情報等のごみ収集カレンダー掲載
について

　ごみ収集カレンダーをＡ４版の予防注
射等を掲載して１つの冊子にしてはどう
でしょうか。

（受付№）23_2333b
（受付日）平成23年11月11日

　市では現在、予防健診・予防接種等を年3回発行の「予
防健診一覧」でお知らせしているところですが、大判で使
い勝手が良くないことから、Ａ４サイズ冊子の「健康カレ
ンダー」に変更する予定で準備を進めています。「健康カ
レンダー」は毎年４月発行（年１回）とし、平成２４年度
から発行予定です。予防接種・各種検診・健康講座などの
制度のご説明や日程表を見やすく掲載し、皆様の健康増進
にお役立ていただけるよう努力いたします。
　ごみ収集カレンダーと一緒にしてはどうかとのご提案に
は、関係部署と調整のうえ検討させて頂きます。

（担当）健康推進課（直通）774-1411

15

　ヒブワクチンの助成金について

　先日、桶川の小児科でヒブワクチンを
接種しました。保健センターは市内の医
療機関でないと助成できないとのことで
した。ヒブワクチンの費用も助成しても
らえないでしょうか。

（受付№）23_2282
（受付日）平成23年10月11日

　任意の予防接種は、保護者が希望して接種を行うもの
で、すべて実費となりますが、国がヒブ・小児用肺炎球
菌・子宮頸がん予防の３ワクチンの接種費の助成を決定し
たことにより、平成２３年４月１日から平成２４年３月３
１日までの期間に限り、無料で接種できるようになりまし
た。当市では、市内の実施医療機関で実施しています。こ
の予防接種は、定期の予防接種と違い、埼玉県医師会との
相互乗り入れ契約が整わないため、市外の医療機関で接種
した場合は助成の対象となりません。
　また、ヒブ・小児用肺炎球菌の予防接種が受けられる医
療機関は、市内にヒブは４７か所、小児用肺炎球菌は４５
か所あります。接種の際には、別添のヒブ・小児用肺炎球
菌の接種医療機関一覧をご利用ください。
　今後も、様々な機会を利用して、早期に定期の予防接種
として位置づけるよう国、県に要望して参りたいと存じま
す。

（担当）健康推進課（直通）774-1411

14

　肺がん検診について

　現在、肺ガン検診は間接撮影ですが、
レントゲンで早期発見を目的にしている
なら直接撮影の方が良いのではないで
しょうか。費用や事務作業は増えると思
いますが、被曝量も5分の1程度で済み、
より鮮明な画像で早期発見の確率は上が
ります。

（受付№）23_2281
（受付日）平成23年10月6日

　現在、市で実施している肺がん検診（集団検診）は、検
診車にて撮影していること、集団で多数の被写体を観察す
る必要があることから、間接撮影を採用しております。
　ご指摘のとおり、直接撮影と間接撮影を比較すると、被
爆量が尐なくて済むこと、肺の状態を鮮明に映し出すこと
ができること、ほぼ肺と同じ大きさで観察できるため病変
の検出能力が高くなること、特定健診と同時実施（個別検
診化）にすると各病院で受診できることから受診しやすく
なることなど、直接撮影の方が優れている点が多々ありま
す。
　市としましても、がん検診の精度をあげ、受診しやすい
環境を整備することは市民の皆様の健康を守るために重要
なことであると考えており、直接撮影や特定健診との同時
実施（個別検診化）について、現在、実施に向けた協議を
上尾市医師会と行っているところです。

（担当）健康推進課（直通）774-1411
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13

　ペットボトルのキャップ回収とその活
用について

　市は、ボランティア活動などで集めた
ペットボトルのキャップを回収しないの
ですか。

（受付№）23_2272
（受付日）平成23年9月28日

　ご提案に関しては、環境側面、費用の側面など、考え方
がいくつもあります。環境に係る負荷を軽減する意味と、
このリサイクルをする経費を含めた費用の側面について
は、既に環境政策課からお答えさせていただいたとおりで
す。
　ここでは、ボランティアに対する考え方についてお答え
します。
　ペットボトルのキャップの回収について、社会福祉協議
会やボランティア団体に取り扱いを任せれば費用はかから
ないというご指摘ですが、輸送にかかるガソリン代はもち
ろんのこと、社会福祉協議会職員の人件費など、回収にあ
たっての費用は必ず発生し、その額は、回収したキャップ
の売却益を上回ることが見込まれます。
　ボランティア活動は、活動しようとする人が、自分自身
の判断に基づき、それぞれができる範囲で行うことが基本
となります。このようなお考えの方が中心となったボラン
ティア活動の広がりを期待しています。
　市の役割は、ボランティア等の自主的活動に対し、その
目的が尐しでも実現できるよう、メニューの提示や場所の
提供を含め、後方支援することであると考えます。ご提案
いただいたペットボトルのキャップの回収運動について
は、ボランティア団体等の皆様の定期的な作業を必要とす
るような、業務に類するものとなることから、市として参
画することについては、当面予定しておりません。

（担当）社会福祉課（直通）775-5118

12

　子育ての環境について

　予防接種を受けやすくするために補助
をするなど、子どもに対してもう尐し考
えてほしいです。

（受付№）23_2229
（受付日）平成23年8月30日

　市では、社会情勢の影響により、母親が就労する場合の
保育所入所希望者が増え続けていることから、さらなる保
育所の整備が必要だと認識しております。
　子どもの一時預かりなどの制度につきましては、保護者
が仕事や通院などの際に「一時保育」を利用することがで
きますし、保育所や幼稚園、小学校（１～３年生）に通っ
ているお子さんが、病気回復期などで集団保育が困難な時
期に一時的にお預かりする「病児・病後児保育」の制度も
ございます。
　確かな学力を育成するための教育に関しては、国や県の
基準よりきめ細やかな３０人程度学級「あげおっ子アッ
ピープラン」を平成１４年４月から、小学校１・２年生及
び中学校１年生を対象に実施しております。
　更に平成２３年４月には、市内小学校に配置しているＡ
ＬＴ（外国語指導助手）を従来の４人から１６人に大幅に
増員し、学習指導要領対象である５・６年生以外の児童に
も、外国の生活・文化への興味を深めてもらい、外国語を
使ったコミュニケーション能力の素地を育成する機会を増
やしております。
　
（担当）こども支援課（直通）775-5120
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11

　子宮頸がんワクチン無料接種について

　上尾市では高校１年まで無料と聞いて
いますが、他の自治体は高校３年のとこ
ろもあるそいうですが、どういうこと何
か補助はできないのでしょうか。

（受付№）23_2218
（受付日）平成23年8月23日

　子宮頸がん予防ワクチンの接種費助成対象年齢は中学１年
から高１年生相当年齢の女子までとされています。
　お問い合わせのありました、接種対象にならなかった方へ
の補助についてでございますが、本ワクチンは、法律に基づ
かない任意の予防接種（保護者が希望して接種する予防接
種）であり、助成については国の施策に基づき他市の状況や
財政状況を考慮して市町村独自で判断するとされておりまし
て、現在のところ実施する予定はない状況でございます。
　そこで、当市では、以下の理由から対象年齢を超えてし
まった方には、子宮頸がん検診の受診を推奨しております。
　厚生労働省によると、子宮頸がんの主な原因は、発がん性
をもつヒトパピローマウィルス（HPV）であり、１００種類
以上あるHPVのなかでも発がん性HPVは１５種類、そのうち、
１６、１８型という２種類の型が約６０％を占めるとされて
おります。現在使用されているワクチンは、その一番多い型
である１６，１８型のみを防ぐワクチンであり、接種をする
ことで子宮頸がんにかかるリスクは軽減しますが、全ての型
を防ぐわけはありません。
　以上のことから、子宮頸がん予防ワクチンを接種したとし
ても、発ガン性HPVに感染する可能性はあり、対象年齢も限
られていることから、子宮頸がん検診を受診し、前がん病変
（がんになる前の異常な細胞）のうちに発見することが重要
であると考えております。
　市で実施している子宮頸がん検診は２０歳から受診できま
す。子宮頸がん予防ワクチンは子宮頸がんの治療薬ではな
く、定期的な子宮頸がん検診の代わりとなるものでもござい
ませんので、是非、市の検診制度を利用していただきたいと
考えております。

（担当）健康推進課（直通）774-1411

10

　児童扶養手当の不正受給について

　ひとり親家庭等を支援するために支給
される児童扶養手当について、偽造離婚
をして不正に受け取っている方がいま
す。不正受給について、第三者が民生委
員や市役所へ通報した場合、対応を行う
のですか。

（受付№）23_2189
（受付日）平成23年7月27日

　児童扶養手当は、父又は母と生計を同じくしていない児
童が育成される家庭の生活の安定と自立の促進に寄与する
ために支給し、児童の福祉の増進を図ることを目的とする
ものです。
　この制度では、異性の方（親族を除く）と同居して暮ら
している場合や金銭的な援助（養育費を除く）を受けてい
る場合などは、事実上の婚姻関係とみなされ、手当を受け
る資格がありません。
　市民の方などから上尾市へ不正に関する情報提供があっ
た場合につきましては、市職員により調査を行います。調
査は、家庭訪問による対象者との面接調査などです。
不正受給が明らかになった際には、支給した手当を返還し
ていただくこととなります。また、不正受給者は三年以下
の懲役又は三十万円以下の罰金などの罰則を受ける可能性
があります。

（担当）こども支援課（直通）775-5120
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9

　小・中の学校給食の食材について

　小・中学校の給食には、福島に加え宮
城、山形、茨城、栃木、群馬、新潟７県
以外の食材を使用してください。

（受付№）23_2175
（受付日）平成23年7月14日

　今回、福島県南相馬市の農家が出荷した肉用牛から高濃
度の放射性セシウムが検出された問題を受け、上尾市教育
委員会といたしましては、牛肉の給食食材の使用について
今年度の献立の確認をしたところです。その結果、今年度
４月から１０月までの献立で牛肉を使用していないことを
確認したところでございます。
　市では、市場に流通している食材は絶対に安全でなけれ
ばならないと考えております。つきましては、早急に国や
各生産地の自治体において、農産物等のモニタリング検査
を強化徹底し、食品衛生法の暫定基準値を超える農産物等
が市場に流通することのないように、あらゆる機会を通し
て要望していきたいと考えております。

（担当）学校保健課（直通）775-9683

8

　学校給食の食材産地開示・公表につい
て

　上尾市では、放射線対策における学校
給食の食材産地開示・公表についてどう
考えていますか。

（受付№）23_2143b
（受付日）平成23年6月21日

　給食食材の産地公表につきましては、可能性について学
校及び関係部署と調整した結果、７月の給食から食材の産
地を上尾市ホームページで公表しております。
　ホームページへの掲載は、翌月の給食に使用される葉物
野菜・肉・魚の一部の食材になりますが、前月の末日まで
に毎月掲載していきたいと考えております。
　教育委員会といたしましては、国及び生産地の自治体
が、放射能汚染に関する暫定規制値を超えた農産物・畜産
物などを出荷しないように指示しているため、現在市場に
流通している食材の安全性には問題ないと考えておりま
す。
　産地を公表することにより、埼玉県産や近隣県産の食材
について不安を抱く保護者の方もいらっしゃると思います
が、風評に惑わされないようにご理解を求めていきたいと
考えております。

（担当）学校保健課（電話）775-9683
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7

　救急指定病院について

　市に救急指定病院が尐なく、今後も東
北地方太平洋沖地震規模の地震が起きた
ら不安です。

（受付№）23_2126
（受付日）平成23年6月13日

　現在、市内の救急病院は２か所となっております。
また、県が定める県央医療圏（上尾市、鴻巣市、桶川市、
北本市、伊奈町の地域）圏内では、９つの救急病院となっ
ております。
　救急病院については、救急医療に対応可能な医師の配
置、検査や輸血の設備などのほか、傷病者の搬入に適した
施設構造や設備用件を有していることが、法令により定め
られております。救急医療体制は、「埼玉県地域保健医療
計画」で、一つの市域で医療を完結するのではなく、入院
や手術を必要とする重症患者は、救急病院や高度医療機能
を持った病院へ搬送する広域の体制を推進していくものと
なっています。
　市では、市が設置する平日夜間及び休日急患診療所を新
たに東側に新設する保健センターに併設し建て替えるな
ど、初期救急医療の充実に努めているところです。拡充に
伴い、利用しやすく質の高い救急医療の提供がなされるも
のと期待しているところでございます。
　今後も市として、救急医療体制の充実に向け、市内中核
病院や初期救急医療を担う医師会と連携し医療体制の充実
に努めていく所存です。

（担当）健康推進課（直通）774-1411

6

　学校給食について

　産地の公開をお願いします。自分の子
供の食べているものが把握できないのは
理不尽です。前月の購入実績なら、確実
に公表できるはずです。
　鹿嶋市のように、西日本の直材の発注
をお願いします。地産地消推進という使
命はありますが、当面は西日本産を中心
に食材の発注をしております。
　給食のメニューから小魚丸ごとのよう
なメニューをやめてください。小魚から
汚染が始まります。太平洋以外の魚を使
用するのであれば良いかと思います。

（受付№）23_2096a
（受付日）平成23年5月30日

　上尾市の小学校給食は、自校方式で実施しているため、
学校により食材の産地が違っておりますが、給食で使用す
る食材については、国内産若しくは国内で製造された食材
に限定しているところです。
　国及び生産地の自治体では、放射能汚染された食品の取
り扱いに関する暫定規制値を超えた農産物などを出荷しな
いように指示しているため、上尾市においては、現在、市
場に流通している食材の安全性には問題ないと判断してお
ります。
　しかしながら、上尾市といたしましては、市民及び保護
者の方々からお寄せいただいておりますご心配・ご不安を
重く受け止め、産地を公表していく方向で検討していきた
いと考えております。
　なお、学校給食のメニューは、学校栄養士が交替で作成
し、献立委員会に諮り決定しております。

（担当）学校保健課（直通）775-9683
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5

「子ども・若者育成支援推進法」の施行
に伴う上尾市の政策について

　病気ではなく家から出られない若者の
支援を望んでいます。「子ども・若者育
成支援推進法」の施行に伴う上尾市の具
体的な政策についてお尋ねします。

（受付№）23_2083
（受付日）平成23年5月24日

　上尾市では、子どもや若者に関する悩みなどにつきまし
て、教育センター、こども支援課、尐年愛護センター等の
それぞれの部署において、相談・支援等を行っておりま
す。
　特に、病気ではなく家から出られない若者の不登校やひ
きこもりの問題は難しく、深刻な課題であると認識してい
るところです。
　このたび、「子ども・若者育成支援推進法」が施行さ
れ、子どもや若者の育成・支援の総合的な推進が求められ
たところでございまして、法律の施行に伴い、埼玉県では
情報収集を行うなど推進計画の策定に向けて準備を進めて
いるところではございます。
　市といたしましては、埼玉県と連携を図りながら、これ
まで以上に、各部署や関係機関の連携を重視し、情報の共
有化を図るなど、社会復帰や自立に向けた支援ができます
よう検討して参りたいと考えているところでございますの
で、ご理解賜りますようお願い申し上げます。

（担当）青尐年課（直通）776-2488

4

　給食の柔軟な対応について

　放射能対策について国の暫定基準値は
あくまで一時的な数値で、長期間摂取す
ることは体に影響するような事を政府は
認めています。
　この状況で、給食を長期間摂取し続け
る事は危険だと思いますが、どう見解い
たしますか。お弁当の持ち込み、水筒持
参など、各自で選べるような柔軟な対応
を望みます。

（受付№）23_2046b
（受付日）平成23年4月27日

　放射能汚染された食品の取り扱いに関する国の暫定基準
値は、放射性ヨウ素については、飲料水・牛乳が300ﾍﾞｸﾚﾙ
／kg以内、野菜類・穀類・肉・魚などが2，000 ﾍﾞｸﾚﾙ／kg
以内。また、放射性セシウムについては、飲料水・牛乳が
200ﾍﾞｸﾚﾙ／kg以内、野菜類・穀類・肉・魚などが500ﾍﾞｸﾚﾙ
／kg以内となっております。この基準値は、飲食に起因す
る衛生上の危害の発生を防止し、もって国民の健康の保護
を図ることを目的とする食品衛生法の観点から決められた
ものです。現在市場に流通している食材につきましては、
この基準を満たしており、国が摂取しても安全であるとし
ているものです。
　上尾市では、このことを踏まえ小学校の給食を実施して
いるところであり、今後ともより安全で安心な食材の確保
に努めてまいりますので、ご理解とご協力をお願い申し上
げます。

（担当）学校保健課（直通）775-9683
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3

　食物の放射線量について

　放射性物質の暫定基準値を引き上げた
食物に関してはどうお考えでしょうか。
ＷＨＯの基準値と比べたら、怖くて子供
には食べさせられません。風評被害でも
なんでもなく本当に危険です。給食の原
材料なども心配です。

（受付№）23_2045c
（受付日）平成23年4月27日

　原発事故の影響で、胎児や小さなお子さんへの放射能の
影響について大変心配されていることと思います。埼玉県
の「放射性物質の農産物への影響調査(第14報) 5月26日更
新」では、現在、放射性物質は暫定規制値を下回っていま
す。
　食品中の放射性物質については、平成23年４月４日に厚
生労働省が策定した「地方自治体における検査計画」に基
づき、各生産地の自治体で安全が確認されており、調査の
結果、暫定規制値を超える放射性物質が検出された場合
は、出荷制限が行われますので、現在流通している食品は
危険性がないと考えております。農産物等の放射能検査の
結果は厚生労働省及び埼玉県のホームページでも公開され
ていますのでご覧ください。
　なお、学校給食についても、これらのことを踏まえ実施
しているところでございます。

（担当）健康推進課（直通）774-1411

2

　水道水の放射性物質について

　水道水からはいつまでも放射性物質が
微量でも出ていますが、いつまで放って
おくのですか。慶応付属高校の藤沢校舎
は逆浸透膜の浄水器を導入しています。
子供達のために教育施設にだけでも推進
してはどうでしょうか。

（受付№）23_2045b
（受付日）平成23年4月27日

　上尾市が供給を受けている県営水道各浄水場の5月27日
採水の測定値は以下のとおりです。
　【大久保浄水場】
　　放射性ヨウ素（ヨウ素131）　　　不検出
　　放射性セシウム（セシウム134）　不検出
　　放射性セシウム（セシウム137）　0.19Bq/kg
　【行田浄水場】
　　放射性ヨウ素（ヨウ素131）　　　不検出
　　放射性セシウム（セシウム134）　不検出
　　放射性セシウム（セシウム137）　不検出
　国の指標で「長時間飲み続けても健康に影響がない数
値」として放射性ヨウ素300Bq/kg、放射性セシウム
200Bq/kgと設定されていますので、現在のところ特別な措
置を施す必要はないレベルと考えております。

（担当）水道部総務課（電話）775-5160
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1

　給食の見直しについて

　学校給食は必ずパンと麺の組み合わせ
で、総カロリーで帳尻合わせにしかみえ
ません。アメリカンドックがおかずの時
もありました。時代の流れで括ってしま
うには悲しい現実です。給食見直しを早
急に願うばかりです。

（受付№）23_2042b
（受付日）平成23年4月25日

　学校給食は、校長・教頭・給食主任・栄養士・調理員・
ＰＴＡのメンバーで構成されている上尾市小学校給食専門
委員会（献立委員会・物資委員会など）において、安心・
安全な給食作りにご尽力いただいているところです。
　献立は、学校栄養士が交替で作成し献立委員会に諮り、
使う食材は物資委員会で味や安全性・価格などを考慮して
決定しています。
　小学校の麺は、マナー上の理由から袋入り麺を取りや
め、煮込み麺を実施しています。そのため、麺をお代わり
しないと必要な栄養量を摂取できません。しかし、１杯し
か食べない児童が多くいるため、パンとの組み合わせにつ
いては、献立委員会の中で給食の公平性や主食量の確保な
どについて議論し、決定されたものです。
アメリカンドックについては、４月と９月に実施していま
す。４月は、１年生の給食が始まるので、盛り付けが簡単
にでき、食べやすく、喜ぶものとして取り入れています。
９月は、運動会の練習で子ども達が疲れていることから、
好評であるアメリカンドックを取り入れているところで
す。

（担当）学校保健課（直通）775-9683
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